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令和５年度「６０（ロクマル）プラス」優良実践校 実践報告書 

 
１ 実践校名 

 
一戸町立小鳥谷小学校 

 
２ 実 践 名 

 
よい生活習慣づくりで健康な心と体づくり 

 
３ 実施対象者 

 
全校児童２５名 

 
４ 目 標  

① よい生活習慣づくりをすすめ、健康な心と体づくりに取り組む児童を育てる。 
② 歯科保健活動と食育を推進し、健康な体づくりを図る。 

 
５ 実践内容 実践内容 

該当する 

推薦基準 

担当者間での実施時期の検討を行い、全職員で取組内容について共通理解
を図った。【資料１】 

ア 

・養護教諭による全校朝会での保健指導【資料２】、「ほけんだより」の発
行、「ほけん掲示」による啓発活動 
・歯磨きカード【資料３】、メディアコントロールチェックカード【資料
４】、学びフェスト振り返りカードによる生活習慣の振り返り 

ア 
ウ 

給食センターの栄養士による年２回の訪問指導【資料２】 イ 
ウ 

・児童の委員会活動による「カミカミ名人」「手洗い名人」の取組【資料２】 
・「トレーニングタイム」や外遊びの奨励による体力づくり【資料２】 

イ 
ウ 

 
６ 成 果 

・カードによる生活習慣等の振り返りについては、自分で目標を立てて取り組ませたり、
担任や担当が連携して呼びかけて取り組ませたりすることにより、自分の歯磨きや生活
習慣について振り返り、気を付けていきたいという意識を持たせることができた。 
・「カミカミ名人」や「手洗い名人」の取組では、ガムや器具を使って、実際に体験した
り目で見たりし、課題に気付き日常生活に生かしていこうという意識付けをすることが
できた。 
・トレーニングタイムの運動内容や場所を工夫することで天候に左右されず、継続的に、
児童の意欲も持続させながら取り組むことができ、体力向上につながった。また、トレ
ーニングタイム後、休み時間も引き続き体を動かして遊ぶことができた。 
・校庭にラインを引いたり、サッカーゴールを設置したりしたことにより、外遊びの意
欲につながった。 
・養護教諭による啓発活動や外部講師による指導と担任の指導を連携させながら、日常
での生活や食生活、給食等につなげることができた。 

 
７ 課 題 

・カードによる取り組み期間が終わると、元の生活に戻ってしまい、継続した習慣付
けに結びついていない。特にテレビ視聴、ゲームの時間を守ることが難しい。 
・手洗いに気を付けたのにハンカチを持っていないというように一つ一つについて細
かく指導しないと、一連の行動として考えて行動することにつながらない。行動と健
康を結び付けて指導する必要がある。 

 
８ 今後の予定 

・「歯磨き」、「メディアコントロール」、「学びフェスト」等チェックカードによる２回
目、３回目の取り組み 
・「カミカミ名人」「手洗い名人」２回目の取り組み 
・６０プラスプロジェクトチャレンジカードの取り組み（３学期） 
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